
平成２５年度事業報告 

(公財)ふるさと島根定住財団 

Ⅰ．事業実績の総括 

当財団は平成４年に、県内就職の促進、ＵＩターンの支援に取り組むため設立した。 

以来、事業規模を拡大し、以下の三つの大きな柱（施策）を中心に定住を促進する事業を展

開している。 

 施策１：若年者の県内就職の促進 

施策２：県外からのＵＩターンの促進 

施策３：活力と魅力ある地域づくりの促進 

  公益法人制度改革に伴い、平成２３年４月から公益財団法人に移行したが、移行後において

も継続して上記の施策に取り組んでいる。 

 

上記の施策は、県の基本計画である「島根総合発展計画第２次実施計画（平成 2４年 3 月策

定）」及び「島根県総合雇用対策の方針改訂版（平成２４年３月策定）」（以下「計画等」と

いう。）の施策に位置付けられており、県の主管部局（地域振興部、環境生活部、商工労働部）

と常に連携を図りながら、事業の執行にあたった。 

ジョブカフェ事業：利用者の年間就職者数（Ｈ２７年度：1,400 人） 

産業体験事業：体験終了後の年間定着者数（Ｈ２７年度：３５人） 

ＵＩターン無料職業紹介事業：年間県内就職決定者数（Ｈ２７年度：７５人） 

 など、財団の事業成果が県の計画実績に直接反映されることから、目標の達成状況を意識しな

がら事業の実施に努めた。 

以下、３つの施策別の主だった事業の実績、課題等について報告する。 

 

 

 

 

１．若年者の県内就職の促進 

 ○島根労働局の「しまね職業安定業務統計速報」によると、平成 25 年度平均の有効求人倍率

は１.１１で、平成 25 年度と比べると 0.１５ポイント上回った。島根労働局によれば、県内

の雇用情勢は、緩やかに改善している。 

 ○3 月末時点の就職内定率は、企業努力や県の重点的支援等の効果もあり、高校生が 9９.７％

で対前年同月比０.４ポイントの増となった。 

 ○ジョブカフェ事業では、国や県の委託事業を導入し、利用者の就職決定の目標を 1,300 人と

設定し取り組んだ結果、1,341 人の就職決定をみた。 

 

 



（ジョブカフェ事業実績）                            （単位：人） 

区 分 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

来所者（延べ人数） 8,695 10,108 11,064 10,009 9,974 10,102 11,019 9,822 7,981 

 松江ｾﾝﾀｰ 7,483 8,094 8,875 7,591 7,405 7,128 8,222 7,572   6,821 

浜田ﾌﾞﾗﾝﾁ 1,212 2,014 2,189 2,418 2,569 2,974 2,797 2,250   1,160 

                                 

（１）キャリア相談事業 

 ○キャリア相談事業は、ジョブカフェの主要なサービスとして定着したものと考える。 

○個別キャリア相談数は、平成２４年度に比べ 1,238 人の減であったが、内訳としては松江セ

ンターで 306 人の減、浜田ブランチでは 932 人の減となった。 

○学校に対しては、引き続きジョブカフェの早期利用促進の周知について依頼をするとともに、

学校の要請に応じて出張セミナーを行ったり、ジョブカフェのイベントに併せジョブカフェ

紹介などを行い、その後の利用に結びつくよう努めた。 

○松江センターにおいては新規学卒者及び既卒者対象に開催した小規模面接会前にセミナーや

相談利用を促し就職決定に一定程度貢献した。 

○平成 24 年度から、松江センターでは島根大学と島根県立大学松江キャンパスにおいて出張

相談を行い、松江センター以外における相談にも取り組んでいる。 

 

（相談実績等） 

区 分 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25 年度 

個別ｷｬﾘｱ相談 2,270 3,145 3,817 4,133 4,172 4,491 4,694 4,366 3,128 

 松江ｾﾝﾀｰ 1,999 2,524 2,845 2,889 2,801 2,828 2,864 2,854 2,548 

浜田ﾌﾞﾗﾝﾁ 271 621 972 1,244 1,371 1,663 1,830 1,512 580 

学 生 972 

(42.8) 

1,500 

(47.7) 

1,472 

(38.6) 

1,852 

(44.8) 

1,979  

(47.4) 

2,259 

(50.3) 

2,452  

(52.2) 

2,199 

(50.4) 

  1,681 

(53.7) 

既 卒 1,298 

(57.2) 

1,645 

(52.3) 

2,345 

(61.4) 

2,281 

(55.2) 

2,193 

 (52.6) 

2,232 

 (49.7) 

2,242 

 (47.8) 

2,167 

(49.6) 

1,447 

(46.3) 

就職決定者 512 783 889 865 1,096 1,232 2,016 1,993 1,341 

 

 

 

（２）しまね学生登録制度の登録者拡大 

 ○平成 9 年度から開始したこの登録制度は、学卒者の就職支援の中でも重要な事業の一つと位

置付けているが、登録時期が遅いことや登録学生の学部や地域に偏りがあることから、制度

の周知方法が課題となっていた。 

 ○このため、平成２２年度から県立高等学校と連携しながら生徒及び保護者への卒業前の広報

を実施し、また従来からの県外事務所の定住アドバイザーと連携した学校単位で開催される

ＵＩターン相談会や各大学の保護者会の場を活用して制度周知を図るとともに、イベント時

の登録拡大を図った。 

 

 



（しまね学生登録の登録状況）                          （単位：人） 

区分 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25 年度 

有効登録者 3,771 3,487 2,906 3,003 3,240 3,282 3,428 4,189 4,474 

新規登録者 1,262 1,281 886 1,271 1,286 1,441 1,758 2,535 1,839 

うち保護者 － － 16 318 545 491 431 302 300 

 

（３）企業ガイダンス等の効果的実施  

○１２月の就職活動開始時より県内企業の情報提供をするため、県外の３会場（広島・東京・

大阪）で開催したところ、参加企業数は約 1.2％減少（166 企業→164 企業）し、参加者

数も約 11.6%減少（554 名→490 名）、12 月 28 日に開催した県内企業ガイダンスにつ

いては参加企業数は約 7.4％増加（95 企業→102 企業）し、参加者数も約 5.7%増加（662

名→700 名）した。 

○３月にも県内で企業ガイダンスを開催し、参加企業数は約 48.1％増加（108 社→160 社）

し、参加者数も約 32.5％増加（372 名→493 名）した。 

 

（４）学生と企業の交流 

 ○学生の企業理解、県内企業や就職への理解を深めるため、学生が企業に自己ＰＲを行う「リ

アルアドバンス」、企業から学生にアプローチする「企業プレゼン」など、小規模な学生と企

業との交流イベントを開催した。 

   （企業プレゼン） 

５月（就職フェア松江会場）学生数 49 人、企業数 20 社 

   （リアルアドバンス） 

３月（県内ガイダンス松江会場）学生数 39 人、企業数 30 社 

（５）しまね学生インターンシップ・職場体験・企業見学 

 ○平成２２年度から実施している「しまね学生インターンシップ」では、大学、短期大学、

高等専門学校及び専修学校の卒業前年次までの学生を対象に、県内企業でのインターン

シップの総合調整を行い、夏期は参加学生数 203 人・企業数 66 社（うち「社長のカバン

持ち体験」：学生数 6 人、企業数 5 社）、春期は参加学生数 31 人・企業数 20 社で実施した。 

 ○学校やクラス単位で行う企業見学ツアーについて、私立高校・大学・短期大学、高等専門学

校及び専修学校からの要請に応じて企業との総合調整を行った。 

（企業見学ツアー）   企業数９社、参加学生３校・96 名 

（６）若手社員交流会の実施 

○県内で就職した若者の交流の場となる若手社員交流会を開催し、企業数延べ 32 社、参

加者数 47 名で実施された。 

（７）強い組織づくり 100 社会議（内定者講習会）の実施 

○県内企業、官公庁等の組織でそれぞれのポジションにある社会人及び内定者がワールド

カフェ形式での対話を通じ相互理解し、職場での円滑なコミュニケーションの実現に資

する会議を開催し、企業数 87 社、参加者数 140 名で実施された。 

 

 



 

２．県外からのＵＩターンの促進 
○財団は設立当初から島根県のＵＩターン総合窓口として、県や市町村及び関係機関等と連携 

しながら、ＵＩターンの促進に積極的に取り組んできた。 

○平成 24 年度から始めた財団で県内市街地の空き家を借り上げ、県外在住の移住希望者に短

期間の貸し出しを実施する「しまね暮らしお試し体験施設事業」においては、平成 25 年 9

月から大田市にも施設を設けた。33 組の利用があり、うち 13 組が定住している。 

○東京、大阪、広島で開催した「しまね UI ターンフェア」は、新聞やテレビ、手書きでの案内

通知、民間サイトからの誘導など事前の広報の強化などの効果もあり、各会場とも過去最高

の来場者数となった。 

 

（１）無料職業紹介事業 

○UＩターン者の求職登録者数及び求人数ともに増加の傾向にあり、平成２５年度も順調にマ

ッチングを進め、一定の成果を上げた。 

○きめ細かい求職登録者への対応と企業体験支援事業により、マッチング件数は順調に増加し

ており、平成 25 年度の就職決定者は１２５人と目標を大きく上回った。 

○平成２６年度においては求職求人登録システムの機能強化、及びマッチング業務を行う担当 

者の増により、無料職業紹介事業を強化している。 

（無料職業紹介事業の実績）                                          

区 分 19 年度末 20 年度末 21 年度末 22 年度末 23 年度末 2４年度末 25 年度末 

求職登録者 576 人 682 人 757 人 850 人 1,092 人 1,234 人 1,336 人 

求人数 1,133 人 783 人 645 人 680 人 766 人 907 人 1,090 人 

有効求人倍率 1.97 倍 1.15 倍 0.85 倍 0.84 倍 0.70 倍 0.74 倍 0.82 倍 

就職決定者 84 人 69 人 70 人 101 人 88 人 117 人 125 人 

[目標] [50 人]  [50 人] [50 人] [50 人] [５０人] [７５人] [７５人] 

 

（２）産業体験事業 

○平成８年度の制度創設以来、体験者の約５割が引き続き県内に定着するなど、全国的にも独

創性をもった事業として高い評価を受けている財団の看板事業である。近年地方間でＵＩタ

ーン誘致を競い合う時代になり、同様の体験制度が全国各地で展開されたことなどにより体

験認定者数の減少が課題となっていた。 

○平成１２年度をピークに減少していた体験認定者数が平成２２年度から増加に転じた。平成

２３年度からは、体験認定者への滞在費助成を月５万円から月１２万円に引き上げたことに

より、認定者がさらに増加した。 

○平成 25 年度からは、実家に U ターンし産業体験を行う者も新たに制度の対象とし、月額 6

万円を助成することとした。また、対象分野に介護を追加した。 

○地域の担い手確保支援として平成２２年度から始めた「地域づくり活動体験事業（旧島根お

こし体験事業）」は、事業の浸透に伴いニーズが増えつつあり、平成２５年度は９件認定を行

った。 

 

 

 

 



（産業体験事業の実績[平成２５年度末]）                                 （単位：人、%） 

認定年度 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 H22 Ｈ23 H24 H25 Ｈ8～

H25 

認定者 104 94 95 67 60 50 35 42 55 83 ６０ 1,495 

体験終了者 104 94 95 67 60 50 35 42 55 77 9 1,438 

うち定着者 42 29 36 35 26 34 17 23 40 58 3 639 

定着率 40.4 30.9 37.9 52.2 43.3 68.0 48.6 54.8 72.7 75.3 33.3 44.4 

 

（３）しまね暮らしお試し体験施設事業 

○都市部のシニア世代や家族を伴い移住を希望する方等の、「まずは地方の市街地で生活してみ

たい」というニーズに応えるため、財団で県内市街地の空き家を借り上げ、移住生活体験施

設として、県外在住の移住希望者に短期間の貸し出しを実施した。 

  □松江市北堀：1 件、出雲市今市：1 件、出雲市平田：1 件、大田市大田：1 件 

                              ※大田は H25.9 月から 

□利用状況：33 組 62 名利用。うち 13 組 18 名が定住決定。 

      稼働日数・率/松江：186 日・51%、今市：294 日・81%、 

平田：81 日・22%、大田：32 日・15% 

 

（４）ＵＩターンに関する情報発信 

○定住関連情報や生活情報、ＵＩターン者の声、ＵＩターン支援情報などを総合的に提供する

ＵＩターン総合サイト「くらしまねっと」（平成２２年 8 月開設）により情報発信を積極的

に行った。【H２５年度ページビュー数：349,252（H24 年度 318,310PV/30,942 の増】 

○「しまねＵＩターンフェア」は、県内相談機関に加えて、市町村や中山間地域の県立高校が

ブース出展し、各地域の定住情報の提供や相談対応に努めた。また、移住や環境をテーマに

した月刊誌「ソトコト」とのコラボによるトークセッションの開催などにより、大阪・東京・

広島の全会場あわせて 782 人（H24 年度：578 人）の来場者があり、過去最高となった。 

○H26 年度はこれまでフェアで実施していた市町村等による相談、セミナー、情報提供に加え、

UI ターン経験者のブースを新たに設け、仕事やライフスタイルなど実生活に基づいた体験談

が聴けるようにし、人脈づくりや、より定住へのイメージを持ってもらうしかけづくりをす

る。 

 

 

３．活力と魅力ある地域づくりの推進 
○若者の県内就職や県外からのＵＩターンを促進するためには、活力と魅力ある地域づくりの

推進が不可欠であることから、収益性を伴いながら持続的に地域の活性化を目指す活動や公

共性・公益性が高く地域課題の解決につながる活動を支援するため、助成事業を軸に地域づ

くり団体や実践者、NPO 法人等を対象にした研修、専門相談、情報発信などを実施してきた。 

○平成 25 年度は、県内 NPO 法人の実情やニーズを把握するため、調査結果を「NPO 法人白

書」として公開した。 

○また、平成 17 年度から実施している「しまね田舎ツーリズム推進事業」については、実践

者等のさらなるスキルアップ等を目指し特別研修会を開催したほか、県内外に普及 PR する

ため県内・県外研修会、県民フォーラムを開催した。 

 



（１）地域づくり人材育成支援事業 

○気運醸成のための「地域づくり戦略セミナー」、事業計画の立て方を学び、具体的な事業案

件を検討する「地域づくりリーダー養成塾」、団体が連携を図り、新たな事業展開の手法を

学ぶ「地域づくりがつながる講座」を実施し、地域での取り組みを促すこととした。 

項  目 形 式 等 実 績 

地域づくり戦略セミナー 日帰りのセミナー。東西部で開催 37 名 

地域づくりﾘｰﾀﾞｰ養成塾（応用編） 連続講座。東西部・隠岐で開催  93 名 

地域づくりがつながる講座 連続講座。東西部で開催  54 名 

 

（２）地域づくり活動助成事業（地域づくり応援助成金） 

○地域活性化や地域の課題解決に資する活動であって、団体の立ち上がり期やこれから開始す

る活動に対する助成を実施した。 

（助成の実績） 

区分 申請件数 採択件数 助成額 

経済振興型 ９件 ９件 12,995 千円 

公益重視型 1 件 １件 1,980 千円 

 

（３）地域づくり活動フォロー事業 

○実践者等の個別事業の具体的な課題について専門家による相談を行う「地域づくりアドバイ

ザー派遣」「専門相談」を実施し、団体の支援を行った。 

  □アドバイザー派遣：派遣回数６回（３団体） 

  口専門相談    ：相談回数２回（１団体） 

○地域づくり団体が一堂に会して、相互の連携を模索するためのきっかけづくりを目的とした

「地域づく団体交流会」を開催し、団体間のネットワーク化の支援を行った。 

  □東部：29 名、西部：14 名（各１回開催） 

○本格事業化に向けた取組については、商工会等の支援メニューが活用できるようマッチング

を行った。 

 

（４）ポータルサイトの運営  

○平成 21 年 4 月から、日本財団が運営する公益ポータルサイト「ＣＡＮＰＡＮ」を活用した

地域ポータルサイト「だんだん」及び、県内のボランティア活動等について、広く情報を発

信する県民活動応援サイト「島根いきいき広場」を運営し、NPO 活動やボランティアに関す

る情報発信のサポートを行っている。 

○「だんだん」では、団体ブログによる情報発信もサポートしている。 

 

（５）社会貢献活動促進事業  

○平成 26 年 3 月末現在の NPO の法人数は２７４法人。今年度は２１法人が設立され、緩や

かではあるが増加しているものの、一方で７法人が解散し、年間の純増が初めて１ケタ台と

なった昨年に比べ７法人多い１４法人となった。 

○NPO 入門講座をはじめとした実務者研修に加え、平成２４年の改正 NPO 法にも盛り込まれ

た NPO 法人会計基準の導入、NPO 法人の活動基盤強化となる資金調達、事業計画策定を促

す講座を実施した。 

○県内 NPO 法人の実情やニーズを把握するため、県内２１９の NPO 法人に対し調査を実施

し、調査結果を「NPO 法人白書」としてまとめ、調査結果を公開した。 



（６）しまね田舎ツーリズムの推進   

○田舎ツーリズムは県の事業として平成 17 年度からスタートし、財団は実践者の掘り起こし

やネットワーク化、具体的なアドバイスなど実践の場での支援を実施してきた。 

○平成 2５年度においても、県内研修会、県外研修会を開催したほか、県内外に向けた普及Ｐ

Ｒとして県民フォーラムの開催、島根ふるさとフェアに参加するなど積極的に事業に取り組

んだ。 

□県内研修会    ：開催 ２回、参加者  ７９名 

  口県外研修会    ：開催 １回、参加者   ６名 

口県民フォーラム  ：開催 １回、参加者 １２３名 

□島根ふるさとフェア：体験者 １３９名             

○また、新たな事業として、実践者のスキルアップ、中間支援組織の重要性を認識するための

「特別研修会」をテーマごとに開催した。 

□特別研修会    ：開催 ４回（６会場）、参加者 ２１２名 

（しまね田舎ツーリズム参加団体等）                （単位：団体・戸） 

区   分 H19 年度末 H20 年度末 H21 年度末 H22 年度末 H23 年度末 H24 年度末 H25 年度末 

実践者ﾈｯﾄﾜｰｸ参加団体数 104 118 133 143 160 168 201 

民泊受入農林漁家等 174 186 163 211 225 236 265 

 

 

 

 

※平成 2５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第 34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないので作成しない。 



１．一般会計決算額　 205,793 千円

科　　目　　名 管理費

①会議費 20 1.理事会の開催

平成２５年６月１０日（月）　財団会議室

平成２５年１１月２２日（金）　松江テルサ

平成２６年３月１３日（木）　財団会議室

2．評議員会の開催

●定時評議員会

平成２５年６月２５日（火）　松江テルサ

●臨時評議員会

平成２６年３月２４日（月）　松江テルサ

3.監事監査の実施

平成２５年６月３日(月)・５日（水）　財団会議室

②人件費 163,179 1.財団役職員の報酬、給料、福利厚生費

③賃借料 24,816 1.事務室賃借料（松江、石見事務所）　

2.事務用品等のリース料　ほか

④その他管理費 11,989 1.旅費交通費、通信運搬費、消耗品費、公租公課　ほか

⑤繰入金支出 5,789 1.人件費引当資産への繰入金

　平成２５年度上半期業務執行報告についてなど

　平成２４年度事業報告・収支決算について

　平成２６年度事業計画・収支予算についてなど

（管理費単位：千円）

　摘　　　　　　　　　　　　　要

平成２５年度　　会計別事業報告

　平成２６年度事業計画・収支予算についてなど

　評議員の選任について

　定時評議員会の招集について

　平成２４年度事業報告・収支決算について



２． 23,339 千円

事 　  業   　名 事業費

①雇用推進団体等 1,845 1. 助成団体数：6団体

　支援事業

高校生のための職業人研修　ほか 雲南雇用対策協議会

高校生企業見学会、就職フェア　ほか 出雲地区雇用推進協議会

新入社員研修　 大田地域人材確保促進協議会

高校生企業見学会、情報発信　ほか おおち・さくらえ地域雇用促進協議会

地元就職情報交換会、就職フェア　ほか 浜田・江津地区雇用推進協議会

高校生管内事業所視察、就職フェア ほか 益田鹿足雇用推進協議会

②しまね学生登録 2,954 1.
　運用事業

③企業ガイドブック 2,872 1.
　作成事業

発行時期：平成25年12月、登載企業数：135社

④ＵＩターン促進 1,635 1.ＵＩターン企業体験支援事業
　事業 　ＵＩターン無料職業紹介事業の求職登録者が県内求人企業の業務内容や周辺の生

活環境を知るための企業体験を実施し、体験者の旅費交通費の一部を支援した。

　○企業体験対象者：58人（59人)　うちＵＩターン就職につながった者24人（25人）

※58人のうち　Uターン29人、Iターン29人

※（　）内は前年度人数

繰入金支出 14,033 一般会計繰入（人件費 14,033千円）

　摘　　　　　　　　　　　　　　　　　要

実施事業 団体名

県内企業の企業情報や新規学卒者等の採用計画を登載した情報誌「企業ガイド
ブック　しまね2015」（A4版、10000部、1回）を発行し、登録学生への送付、県
内外企業ガイダンス等において配布した。

平成25年度新規登録者数：1,839名、平成26年3月末：有効登録者数：4,474名

しまね学生登録者への情報提供として学録通信などの資料提供を行った。

県内各地域の雇用推進団体が、高等学校と企業の相互理解を目的に行う高校生の
企業見学や企業との情報交換会、就職説明会、研修会などの事業に対して助成し
た。

基金会計事業決算額 （事業費単位：千円）



（事業費単位：千円）
事 　  業   　名 事業費 　摘　　　　　　　　　　　　　　　　　要

県受託事業 91,146

若年者雇用対策事業 17,959 ○ 平成20年度から受託している県単ジョブカフェ事業を引き続き実施。

4,466 1.キャリア相談事業

松江ｾﾝﾀｰ 浜田ﾌﾞﾗﾝﾁ 計

6,821 1,160 7,981

1,066 209 1,275

2,366 580 2,946

1,511 39 1,550

182

2.就職活動支援セミナー事業

回数 参加者数
54 500

21 72

75 572

3.出張セミナー事業

実施回数 参加者数

(延べ数) (延べ数)

39 2,567

一般求職者対象 18 163

教員対象 3 117

60 2,847

②広報事業 1,848 1.企業情報・求人情報提供事業

 「しまね就活情報サイト」による企業情報・求人情報の公開を企業に働きかけ、

件数

企業情報掲載新規企業数 97

新規求人件数 197

新規求人数 614

アクセス数 1,030,342

2.ホームページ運営
ジョブカフェしまねで実施するイベントの案内等を随時掲載して発信する。

3.ジョブカフェしまねだよりの発行

発行部数：7,200部（延べ数）
配 布 先：ジョブカフェ窓口、ハローワークや学校等就職支援関係機関等

4,144
○とっとり・しまね企業ガイダンス

日程 会場 企業数 参加者数
12月23日 大阪 64 211
1月12日 東京 38 99
1月18日 広島 62 182

164 492

1.企業ガイダンス事業

新規登録者数（実数）

しっかり相談数（延べ数）

ちょこっと相談数（延べ数）

生徒対象

学校等からの要請に応じて、キャリア・アドバイザーが出向いて職業意識の醸
成や面接訓練等を講座形式で行う出張セミナーを実施。

区分

計（延べ数）

来所者数（延べ数）

学内キャリア相談（延べ数） 182

計（延べ数）

　提供する情報の充実を図る。

①キャリア相談事業

区分

グループワーク等を通じて、企業が採用時に重視しているコミュニケーション
能力の習得や企業研究を行う少人数のセミナーを実施。

場所
松江センター

浜田ブランチ

松江センター及び浜田ブランチにキャリア・アドバイザーを配置して、就職に
関する相談や就職に必要な訓練等を行うキャリア相談を実施。

③若者と企業のマッ
チング促進事業

計（延べ数）

ジョブカフェしまねで実施するイベントの紹介や、求人情報を掲載した「月刊
ジョブカフェしまね通信」を毎月下旬に発行する。

　2015年3月卒業予定の大学、短期大学、高等専門学校、専修学校等の学生を
対象として、鳥取と共同で東京、大阪、広島で合同企業説明会を開催し、県
内企業に対する理解促進を図り県内就職につなげる。
　

区分



事 　  業   　名 事業費 　摘　　　　　　　　　　　　　　　　　要

2.企業見学事業
(1)教員対象

日程 企業数 参加者数
7月22日 3 16
7月23日 4 18
7月24日 3 8
7月25日 5 10
7月25日 3 10
7月29日 5 9
7月30日 4 19
7月31日 3 14

30 104
(2)生徒・学生対象

日程 企業数 参加者数
3月5日 3 29
3月5日 3 19
3月12日 3 48

9 96

その他、就活応援バスを運行し、企業説明会へ参加促進した。
日程 参加者数

12月23日 18
1月18日 24
1月18日 32

606

実施学生数 受入企業数

夏期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 203 66

春期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 31 20

234 86

※H24年度から公的機関での実施も含む

⑤管理事業費 6,895

緊急雇用創出事業 2,606

①緊急雇用創出事業費 2,606 人件費：スタッフ1名×11か月

繰入金支出 70,581 一般会計繰入（人件費15名 55,287千円、その他管理費等 15,294千円）

区分

とっとり・しまね企業ガイダンス（広島会場）山口発着

とっとり・しまね企業ガイダンス（広島会場）浜田市発着

バス運行区間

○若年者の県内就職を支援するため、しまね就活応援サイトによる情報発信を行うた
め、スタッフを雇用した。

計（延べ数）

松江西高等学校

開星高等学校

出雲北陵高等学校

計（延べ数）

県高校教育課や雇用推進団体と共催し、高校教員等を対象に企業理解の促進を
図るため、「企業魅力発見ツアー」を実施する。

地域

雲南地区

とっとり・しまね企業ガイダンス（大阪会場）岡山発着

④学生インターン
シップ事業

益田地区

松江地区

　現場を見ることにより企業理解の促進を図るため、学校・クラス単位による
企業見学「企業魅力発見ツアー」を実施する。

学校

江津地区

松江地区

県内、県外の大学、短期大学、高等専門学校、専修学校の学生を対象に、県
内企業におけるインターンシップを実施し、県内企業に対する理解促進を
図った。

計（延べ数）

浜田地区

出雲地区

1.しまね学生インターンシップ事業

大田地区



（事業費単位：千円）
事 　  業   　名 事業費 　摘　　　　　　　　　　　　　　　　　要

23,410
若年者地域連携事業 23,410 ○

○

①雇用対策事業 516 1.県境を越えた就職面接会の開催

日程 場所 鳥取県企業 日程 場所 島根県企業

5月11日 松江 0 5月15日 米子 3
8月13日 松江 3 8月23日 米子 10
12月28日 松江 5 2月6日 米子 5
3月10日 松江 0 18

8

2.内定者講習会・新入社員交流会

・内定者講習会（100社会議）
日程 場所 企業数 参加者数

11月28日 松江 87 140

・新入社員交流会(春季）
日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数

5月27日 松江 12 15 5月29日 出雲 9 15
計（延べ数、島根県企業） 21 30

・新入社員交流会(秋季）
日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数

10月28日 松江 6 8 10月31日 出雲 5 9
計（延べ数、島根県企業） 11 17

16,681 1.就職フェアしまね

就職フェアしまね（春期）
日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数

5月11日 松江 88 259 5月18日 浜田 26 38
114 297

就職フェアしまね（夏期）
日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数

6月29日 出雲 20 108 8月13日 松江 68 221
8月11日 浜田 35 62 8月14日 益田 27 33

150 424

企業見学ツアー（縁結びワゴン）
就職フェアしまね参加企業への理解を深めるための企業見学を実施した。

日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数
8月6日 松江 3 2 8月7日 松江 3 8

6 10

就職活動支援セミナー

日程 場所 参加者数 日程 場所 参加者数
8月10日 松江 7 8月13日 松江 16
8月12日 松江 11 34

②企業説明会等開催
事業

計（延べ数）

宍道湖、中海圏域の企業への就職の機会の拡大を図るため、松江、米子で開催
する就職面接会に通勤圏内にある鳥取県、島根県の企業をそれぞれ参加対象と
した。

計（延べ数、島根県企業）

職場定着を支援するため、学卒内定者から経営者までを対象とした内定者講習
会と、県内で就職した若者の交流や悩み相談を行う新入社員研修を実施した。

計（延べ数、鳥取県企業）

計（延べ数）

３．受託特別会計事業
    決算額

114,556 千円

卒業年次の学生及び卒業後3年以内の未就業者を対象に、合同就職面接会に加え
て11月・3月に小規模面接会を開催するとともに、卒業前年次の学生を対象に、
県内企業の理解を深める取り組みを実施した。

国(厚生労働省)受託事業
新規学卒者を中心とする若年者の県内就職促進を図るため、平成16年度から受
託している若年者地域連携事業を引き続き実施した。

計（延べ数）

面接会の直前の期間を活用し、就職活動に役立つ知識やスキル等の講習を実
施した。

計（延べ数）

主に卒業年次生の学生及び卒業後3年以内の求職者を対象に、企業ブースを参加
者が自由にまわりながら企業との面接を行う合同就職面接会を実施した。併せ
て、各種相談コーナーを設け、就職活動を支援した。



（事業費単位：千円）
事 　  業   　名 事業費 　摘　　　　　　　　　　　　　　　　　要

2.しまね企業ガイダンス

日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数
12月28日 松江 102 700 2月23日 浜田 43 79
3月1日 松江 117 414 262 1193

3.小規模就職面接会（『トリプル・A面接会』新卒応援ＨＷと共催）

日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数
11月23日 松江 20 60 3月9日 松江 13 28

33 88

4．若者と企業の交流
企業プレゼン

日程 場所 企業数 参加者数
5月11日 松江 20 49

リアルアドバンス

日程 場所 企業数 参加者数
3月10日 松江 30 39

企業情報誌の発行

発行部数　4,500部
配布先　　しまね学生登録者等

279 1．定例面接会
フリーター等を対象に、県内企業による小規模な面接会を実施した。

日程 場所 企業数 参加者数 日程 場所 企業数 参加者数
6月20日 松江 4 24 10月17日 松江 5 8
7月18日 松江 4 10 11月21日 松江 3 15
9月19日 松江 4 18 2月20日 松江 5 13

25 88
2．職場体験・企業見学

参加者数 企業数
12 8 ※延べ数

④管理事業費 1,006

⑤人件費 4,928 スタッフ2名分

③フリーター支援事
業

主に卒業前年次の学生を対象に、企業ブースを参加者が自由にまわりながら企
業から情報提供を受ける合同企業説明会を実施した。

計（延べ数）

学生が県内企業を見学・取材し、理解を深めるとともに、学生の視点で魅力
を伝える情報誌を発行した。

企業の協力のもと企業見学や職場体験の機会を設け、企業理解を深める支援を
実施した。

計（延べ数）

卒業年次の学生及び卒業後3年以内の求職者を対象に、新卒応援ハローワークと連
携して県内企業による小規模な合同企業面接会を開催し、面接機会の提供と人材
確保を支援した。

計（延べ数）

企業が就職活動中の学生へ自社をPRし、より深い情報を伝えることで企業を
イメージしてもらい、興味を持ってもらうための場を設けた。

就職活動中の学生が企業に自己PRし、関心をもった企業と交流し、視野を広
げ、理解を深めるための出会いの場を設けた。



４．定住企画特別会計

　　事業決算額

（事業費単位：千円）

事業費

207,819 　　平成22年度から、島根県が「ふるさと島根定住推進事業」として重点的に定住対

　策を行うことに併せ、財団の定住支援事業も拡充された。平成20年秋から厳しい雇

　用情勢が続いているが、無料職業紹介事業はマッチング強化の一つとして平成22年度

　から実施した企業体験が呼び水となり、平成25年度は125人の就職決定者をみた。

　　島根の産業体験事業については、平成23年度に体験者への助成金額を月5万円から

　12万円に上げたこともあり、特に農業分野での受け入れが増加した。また、平成25

　年度からは対象分野への介護の追加、実家Uターン者を半額助成の対象とするなど、

　拡充を図った。

 ①定住情報提供事業 56,148  １．ＵＩターン総合サイト構築による情報提供

　幅広いＵＩターン希望者のニーズに応えるため、県や市町村の定住支援情報や定

住関連イベント、生活関連情報、ライフスタイル検索などを掲載した、しまねＵＩ

ターン総合サイト「くらしまねっと」（平成22年8月開設）により情報発信した。

　また、fbも活用し、イベント情報や募集案内など随時更新し発信した。

○平成25年度の状況　　訪問者数　97,713回（前年度比＋22,576）

　　　　　　　　　 ページビュー数　349,252pv　（前年度比＋30,942）

 ２．情報誌等による情報提供

○ＵＩターン情報誌「BeanS（ビーンズ）」　8,000部×4回

　UIターンした若者の仕事やプライベートを含めた生活全体や生の声、UIターンした家族、

充実したシニアライフ、県内で元気に活動する企業などの情報を掲載し、”ふるさと島根”

を感じてもらう情報誌を作成。ＵＩターン希望者等に提供した。

○定住支援ガイドブック「行こうかなしまね」　3,000部

　ＵＩターンにあたってよくある疑問に質疑応答形式で解説しながら、各分野の制

度・サービスの情報や県内市町村の定住施策を紹介する定住支援ガイドブックを作

成。ＵＩターン希望者等に提供した。

○ＵＩターン専門誌への広告掲載

　都市圏を中心に全国的に販売されているＵＩターン専門誌に島根県のＵＩターン

支援情報を掲載し、ＰＲを行った。

・いなか暮らしの本（９月・１０月・１１月・１月・３月）５回掲載

・TURNS（９月・１２月）２回掲載

・iju info（全国農業会議所発行）１回掲載（夏号）

○その他情報発信

　しまねＵＩターンフェアの開催について都市部への広報・ＰＲを行うため、

ホームページ検索エンジンへの広告掲載を実施した。

　また、民間の転職サイトDODAへ広告掲載し、くらしまねっとへの誘導や無料職業紹介の

求職登録制度への誘導を図った。

　○しまねへ、ＵＩターン（山陰中央新報紙面への特集掲載）

　お盆、年末年始の帰省時期をねらって、地元紙にＵＩターン者を紹介した特集

広告を掲載した。

 ３．県外フェア等を活用したＵＩターン推進

○定住フェアへの財団相談ブース出展

　ふるさと回帰フェア、新・農業人フェアなど全国単位で実施する移住関係イベン

トや県・財団で主催した「しまねＵＩターンフェア」に財団相談ブースを出展した。

相談ブースでは、県外在住ＵＩターン希望者等と直接面談し、情報提供や個別相談

を積極的に実施した。

【主な出展イベント】

主　催　者 ※前年度

ﾘｸﾙｰﾄｼﾞｮﾌﾞｽﾞ 62 件 54件（5回）

朝日新聞社他 41 件 53件（2回）

ふるさと回帰支援センター 18 件 22件

島根県・定住財団 193 件 126件

各雇用推進協議会他 18 件 33件（4回）

定住財団他 27 件 19件

　○ふるさと回帰支援センターへの出展、セミナー、相談会2days開催

東京・銀座にある「ふるさと暮らし情報センター」に島根の常設展示ブースを設置

するとともに、女子的セミナーや、平日の夜と休日の2日間連続での相談会を開催した。

365,321 千円

事　業　名 摘　　　　　　　　　要

ふるさと島根定住推進
事業

9月

松江・出雲・浜田

12月・1月

6・8月

とっとり・しまね企業ガイダンス

相談件数

東京・大阪・広島

開催月

7,8,9,10,2,3月

9月

9,10,11月

大阪

東京・大阪

東京・大阪・広島・名古屋

東京4回・大阪2回

名　称

新・農業人フェア

朝日ＵＩターン相談会

ふるさと回帰フェア

しまねＵＩターンフェア・相談会

就職フェアしまね

開催地



（事業費単位：千円）

事業費

○定住フェア参加助成事業

　県・市町村・関係団体が総力をあげて、ＵＩターンを呼びかけていくため、県外

フェア等に参加する市町村のブース出展費用や県内相談機関のブース出展費用・参

加旅費の助成を行った。

・市町村ブース出展料への助成（出展料の1/2）　　 1町：3件

・相談機関ブース出展料・旅費への助成（実費）　6団体：17件

 ４．しまねＵＩターンフェア・相談会の開催

　県・市町村・県内相談機関が一堂に会し相談対応や情報提供を行うＵＩターンフェアを

開催した。また、月刊ソトコト編集部とUIターン体験者による「島根の魅力トークセッション」、

しまね暮らしはじめの一歩セミナー、離島・中山間地域の県立高校プレゼンテーションなど

をあわせて実施した。

【しまねＵＩターンフェア】

　・広島会場　平成25年9月16日（月祝）　NTTクレドホール　　来場者１８２人（前年度比+102）

　・大阪会場　平成25年10月13日（日）　難波御堂筋ホール　　来場者２７５人（前年度比+35）

　・東京会場　平成25年10月27日（日）　秋葉原UDX　　　 　　来場者３２５人（前年度比+67）

【しまねＵＩターン相談会】

　・名古屋会場　平成25月11月24日（日）　ＡＰ名古屋．名駅　来場者３３人　（前年度比△1）

 ②ＵＩターン無料 8,789  １．ＵＩターンの総合窓口として総合相談や無料職業紹介（マッチング）を行い、必

   職業紹介事業    要に応じて専門の関係機関への橋渡しを行った。

○求職者と県内企業のマッチングを担当する専任コーディネーターと、県内各地域にお

　いてＵＩターンの求人開拓を行う「企業連携スタッフ」を配置

○平成25年度末の状況　※（　）内は昨年度末

　求職登録者数：１，３３６(1,234)人、県内企業からの求人数：１，０９０(907)人

　就職決定者数：１２５(117)人（目標数：75人）

 ２．東京・大阪・広島のふるさと定住・雇用情報コーナーにおいても同様に、無料職業

紹介所として、ＵＩターン求職登録の促進、定住相談を実施した。

 ③ＵＩターンしまね 83,224  １．県外からのＵＩターンの誘導策として、３か月以上１年以内の期間、農林漁業等

  産業体験事業 の産業体験を行う場合に、滞在に要する経費の一部を助成。平成25年度からは介護も

対象業種に加えた。

　□助成額：120,000円／月　ただし、実家に居住し体験する場合は60,000円/月

○平成25年度末の状況　※（　）内は昨年度末

　産業体験認定者：６０（83）人 （うち実家居住体験者：3人）

　【業種別】農業・畜産：44（58）人、林業：1（2）人、漁業12（16）人、伝統工芸他3（7）人

○H8～H25年度の状況
認定者数：1,495人、終了者数：1,438人　実受入先件数：378件

定着者数(＝県内居住者数)：639人（定着率：44.4％）

 ２．定住塾の開催

　産業体験で島根にＵＩターンした方々の交流の場として「定住塾」を開催し、仕事

や生活面での悩みなどを解消（サポート）するとともにネットワークづくりを図った。

　平成25年度は海士町、浜田市、飯南町で開催した。

○海士町（9/7）：28人、浜田市(10/5）：25人、飯南町(11/9）：23人

 ④産業体験受入先助 10,800  １．自立を目指す産業体験者に対して「産業体験指導計画」に基づき指導を行う場合

   成事業 に、体験受入先に指導に要する経費の一部を助成。（助成額：30,000円／月）

○25年度助成対象件数：32件

 ⑤親子連れ産業体験 2,460  １．中学生以下の子どもを同伴して産業体験を行う場合に、滞在費の一部を助成。

　事業 （助成額：30,000円／月・世帯）

○25年度助成対象件数：8件

 ⑥若いしまね人のた 9,856  １．長期体験：県内在住の30歳未満の若年未就業者の就業機会を確保するため、県内受入先で

   めの就労体験事業 　　　　　　３ヵ月以上１年以内の期間、農林水産業等の産業体験を行う場合に、体験に要する

　　　　　　経費の一部を助成。 （助成額：120,000円／月）

○H25年度助成対象者：6件　（うち実家居住体験者：4件）

 ２．短期体験：県内在住の若年未就業者（45歳未満）を対象に、就労前に10日～1か月間実際の

　　　　　　　業務を体験。体験に要する経費の一部を助成。　（助成額：2,400円/日）

　○H25年度助成対象者：13件　（うち就職決定につながった件数：7件）

事　業　名 摘　　　　　　　　　要



（事業費単位：千円）

事業費

 ⑦UIターンしまね 18,039  １．将来の地域の担い手となる人材を確保するため、地域が必要とする人材を募集し、

　地域づくり活動 マッチングした県外在住者が、3か月以上2年以内の期間、「地域体験」を行う場合に、

　体験事業 滞在に要する経費の一部を助成。 （助成額：120,000円／月）

○H25年度助成件数：計9件

○H24年度助成件数：5件　（1件：途中終了→定着（就職）、4件：継続中）

○H23年度助成件数：4件　（2件：定着、1件：途中終了、1件：終了後帰）

○H22年度助成件数：1件　（1件定着）

 ⑧しまね暮らし体験 10,387  １．島根への移住を具体的に考えている県外在住者を対象に、島根来訪の機会を設け、

   事業  　地域体験や地元との交流、定住情報提供等を通して、島根との接点づくり・定住の

 　きっかけづくりを行うツアー・プログラムに対し経費の一部を助成。

○H25年度助成対象件数：21件（H24年度：21件）

・日程設定型：10件

・随時開催型：3件

　　　吉賀町、浜田市、安来市、出雲市、海士町、隠岐の島町２件・バスツアー型：8件

 ⑨UIターン短期体験 130  １．産業体験などにより島根県にＵＩターンされる前に、島根を知る機会を支援する

　事業 ための短期体験（3日～1週間）の実施、受入先への謝礼（1人あたり1万円）。

○H25年度助成対象件数：13件（H24年度：5件）

 ⑩しまねお試し 7,986  １．県内市街地の空き家を借り上げ、移住生活体験施設として、県外在住の移住希望者

　暮らし体験施設事業 　に短期間貸し出す。原則1週間以上3か月以内。（設置戸数：松江１、出雲２、大田１）

○H25年度利用状況 ※H25.9月から大田スタート

　利用者数：33組62名　うち13組18名定住　(H24年度：14組うち定住決定者数：5組11人）

稼働率：松江51%、出雲今市81%、出雲平田22%、大田15%

地域づくり支援事業 32,372

 ①地域づくり 4,710 ○地域づくりリーダー養成塾及び地域づくりがつながる講座の開催

   人材育成支援 　地域の課題解決や活性化を目的とした活動を行っている団体や県民を対象に、具体的

　 な事業計画を作成し、ブラッシュアップするための連続講座である「リーダー養成塾」

を実施。

　また、今年度から各地で活動する地域づくり団体と団体が繋がって（連携）、お互

いの強みを活かしながら活動の輪を広げたり、新たな事業展開を目指すためには何が

必要であるかを学ぶ「つながる講座」を実施。

（応用編）

期間 参加者（延べ） 回数 　

6～7月 ２０人（７７人） ５回

10月 １９人（６１人） ５回

6～7月 ２３人（４７人） ３回

11～12月 ３１人（５５人） ３回

（つながる講座）

期間 参加者（延べ） 回数

6～7月 ３０人（６５人） ３回

10月 ２４人（５８人） ３回

○地域づくり戦略セミナー

コミュニティビジネス等の普及啓発を目的としたセミナーを県東西部で開催。

開催日 参加者

1月24日 １９人

10月 １８人

会場

合計 ９３人（２４０人）

松江市

５４人（１２３人）

益田市

出雲市

  　今年度より地域づくり応援助成金（経済振興型、公益重視型）で、県民の自主的な

地域の課題解決や活性化を目指す事業に対して助成を実施した。

　これらをさらに効果的なものとするため、申請を具体的に検討している団体や地域

のリーダーを対象に事業計画の作成について連続講座を開催や、専門家を派遣しての

個別相談やフォローアップを行うといった事業を実施した。

　また、ＮＰＯ等の活動促進を目的とした社会貢献活動促進事業においては、ＮＰＯ

のマネジメントや情報発信に関する研修や相談等を実施した。

会場

会場

合計

隠岐の島町

江津市

浜田市

松江市

浜田市

３７人

合計

事　業　名 摘　　　　　　　　　要



（事業費単位：千円）

事業費

 ①地域づくり ○助成制度合同説明会の実施

   人材育成支援 島根県社会福祉協議会、しまね女性センター、島根県文化振興財団等と合同で

助成制度説明会を実施。

会　場 参加者数

出雲市 ５０人

松江市 ９０人

隠岐の島町 １６人

益田市 ５０人

浜田市 ５１人

２５７人

 ②地域づくり活動 18,257

   助成    から開始する活動に対して、経費の一部を助成。

（地域づくり応援    　助成率：２／３以内、助成額：2,000千円以内、対象期間：単年又は２年

　助成金） 　○２５年度前期採択事業

安夢未プロジェクト 効く芋（菊芋）で地域活性化プロジェクト 経済

みんなのおうちプロジェクト みんなのおうち＠宍道 経済

経済

経済

ＮＰＯ法人日本に健全な森をつくり直す委員会 公益

大代高山会 大代町再生プロジェクト体験交流施設「大江高山きずな館」整備事業 経済

経済

経済

経済

経済

 ③地域づくり活動 3,949 　○交流サロンの開設、各種相談への対応

　　フォロー 　地域づくりの取り組みを目的とした話し合いなどの場として交流サロン（松江、

　浜田）を開設し、地域づくり団体等の利用に供したり各種相談に応じた。

　○地域づくりアドバイザーの派遣

　まちづくりや地域活性化等をテーマとした話し合い等に地域づくりアドバイザー

　を派遣した。　　　

　派遣件数６回(対象：３団体)

○専門家派遣の実施

経営コンサルタントや公認会計士など専門家を団体に派遣し、個別相談を実施。

これまでの相談回数は２回（１団体）。

○地域づくり団体交流会

地域づくり団体の取り組み事例の紹介や意見交換等により団体間のネットワーク支援

を図るため、交流会を実施。

会　場 参加者数

松江市 ２９人

浜田市 １４人

４３人

11月21日

合計

　○２５年度後期採択事業

開催日

11月20日

事業主体 事　　業　　名 地　域

津和野町「森仕事（もりしごと）」が充分にあることを、小・中・高校
生やIUターン者に知らせるための教育プロジェクト

養護学校生自立支援・教育支援事業 安来市

くにびき自然学校 野外教育推進事業 松江市

ＮＰＯ法人アンダンテ２１ いこいの家・新規「飲食業」事業 益田市

     地域活性化や地域の課題解決に資する活動であって、団体の立ち上がり期やこれ

事業主体 事　　業　　名 地　域

邑南町

出雲市

4月10日

4月16日

開催日

4月4日

4月8日

跡市地区まちづくり協議会

大田市

地域と耕す食と暮らし 益田市

ＮＰＯ法人美又ゆめエイト 輝く女性が美又を変えるプロジェクト 浜田市

STUDIOダイズ

4月17日

合計

交流とにぎわいの場の創出事業 江津市

事　業　名 摘　　　　　　　　　要

眞知子農園



（事業費単位：千円）

事業費

 ④社会貢献活動促進 5,456  １．地域が抱える課題の解決に向け、自主的･自発的に取り組む団体の活動がより活発

   事業 化するよう組織･人材の育成支援を行うほか、サイトを開設し、情報収集・発信のサ

   会の提供、情報発信を実施。ポートを実施。

○ＮＰＯ実務者研修

開催日 会　場 参加者数

5月14日 松江市 ３０人

5月15日 出雲市 １５人

5月17日 浜田市 １２人

8月27日 浜田市 １７人

8月28日 松江市 ２９人

10月9日 益田市 １０人

10月10日 浜田市 ８人

10月10日 出雲市 １０人

10月11日 雲南市 １０人

10月11日 松江市 ２４人

10月24日 隠岐の島町 ６人

12月17日 松江市 ４５人

12月18日 大田市 ２７人

12月17日 松江市 １５人

12月18日 大田市 １１人

1月21日 江津市 １７人

1月22日 松江市 １１人

２９７人

○地域づくり団体マネジメント研修

会場 参加者数

雲南市 ２１人

松江市 ４０人

益田市 ４０人

江津市 ４０人

○ファンドレイジング

会場 参加者数

浜田市 ６人

出雲市 ８人

浜田市 ３人

出雲市 ６人

松江市 ３７人 商品開発マーケティングセミナー

浜田市 １１人

松江市 １６人

浜田市 ６人

松江市 １０人

2月5日

2月7日

3月4日

3月5日

報告書・計画書の作り
方講座

資金調達の手法、効率的なNPOと企業との協働について理解を深めるとともに、今

　後の事業計画を立てていくコツを学ぶ講座等を実施。

開催日 備　考

11月9日～11日

11月20日

12月2日

備　考

第１回 ＮＰＯ会計システム

第２回 伝える力向上セミナー

第３回
「島根いきいき広場」
から共感の輪を拡げる
セミナー

事　業　名 摘　　　　　　　　　要

ブログによる情報発信や助成申請、会計基準等、ＮＰＯ法人における具体的実務に

　ついての講座を実施。

協働環境醸成講座

開催日 備　考

第６回 プレゼンテーション

計

第５回

　目的に、小規模多機能自治を考える集いや県内3か所で円卓会議を実施。

8月21日

8月22日

共感CM作成セミナー

2月6日

7月26日

7月25日

12月4日

小規模多機能自治を考
える円卓会議

小規模多機能自治を考
える雲南の集い

第４回 ＮＰＯ入門講座

ＮＰＯ労務管理

小規模多機能自治の仕組みを学ぶとともに、協働のまちづくりを推進することを



（事業費単位：千円）

事業費

○専門相談･出張相談

て、分野ごとの相談員による専門相談を実施。

○ポータルサイトの運営

　

しまね田舎ツーリズム 5,151 　地域づくりを具体的に実践する手法の一つとして、しまね田舎ツーリズムの普及や実践者

推進事業 　の育成等を目的としたＰＲ事業、県内外の研修等を実施。

 ①しまね田舎ツーリ 5,151  １．普及啓発・広報事業

　  ズム推進事業 　○県内・県外ＰＲ事業

 ２．実践者育成のための研修会等開催事業

　○県内研修会開催事業

　○県外研修会開催事業

　　

　○特別研修

繰入金支出 119,979  一般会計繰入（人件費105,034千円、その他管理費等14,945千円）

10月18日    浜田市 しまね田舎ツーリズム実践者等特別研修会 ３８人

10月17日    大田市

しまね田舎ツーリズム実践者等特別研修会 ２７人

中間支援組織育成支援研修会 ５１人

 3月17日    浜田市 しまね田舎ツーリズムインストラクター研修会 １８人

全国ツーリズムネットワーク全国大会 ６人

 2月16日    浜田市 新疆ウイグル自治区における民族文化産業調査に学ぶ ４９人

 

1月18～19日　 広島市 島根ふるさとフェア2014 １３９人

内　　　　容

　開催日　　　場　所 参加者数

10月16日    雲南市

11月30日　飯南町 いなかの味と暮らしめぐり ２０人

しまね田舎ツーリズム実践者等特別研修会 ２９人

合　計 ７９人

　開催日　　　場　所 参加者数

11月14～15日　　福島県

内　　　　容

8月3日　  安来市広瀬町 どじょうの里に来て、見て、感じて！ ５９人

9月28日　 江津市 綿畑のお母さんが「わた」のある生活をナビゲート 水害のため中止

6月29～30日　 吉賀町 しまね田舎ツーリズム県民フォーラム １２３人

　開催日　　　場　所 内　　　　容 参加者数

日本財団が運営する公益活動ポータルサイトを活用し、県内の情報を集約して発信
する地域ポータルサイト「だんだん」及び県民のボランティア活動等に関するポー
タルサイト「島根いきいき広場」を運営。

　「だんだん」掲載情報１３７件、団体認証数３７件

　「島根いきいき広場」掲載情報４０９件、メルマガ発行２４回

　開催日　　　場　所 内　　　　容 参加者数

地域で活動している団体の、会計・税務、労務管理、事業運営などの相談に対し

　専門相談員による相談件数：２３件

 3月 5日    邑南町

事　業　名 摘　　　　　　　　　要


	■平成25年度事業報告「総括」
	平成25年度事業報告（一般・基金）
	平成25年度事業報告(県受託）
	平成25年度事業報告（厚生労働省受託）
	平成25年度事業報告（定住会計）

